
 

 

【ごあいさつ】代表・樋口倫代 

2014 年 7 月の BiPH 設立から 3 年半が過ぎました。第 1 期が 2 ヶ月半と短かかったので、実はこの 10 月で第 5

期に入ります。ようやく念願のニュースレター第 1 号発行することができました。 

まず何でもできることから、とはじめた勉強会は通算 50 回です。48 回目にはシェア＝国際保健協力市民の会代

表の本田徹さんによる講演会を、アジア保健研修所、あいち国際看護研究会との共催で開催するなど、充実して

きています。（1 ページ下）また、2016 年 12 月に 1 週間かけて行われた連続講演会「健康をささえる社会のしくみを

考えよう」（名古屋市立大学、アジア保健研修所、JICA 中部による共催）の準備と資料集編集を担当し、資料集は

もうすぐみなさんのもとにお届けできると思います。（4 ページ中） 

そして、昨年度（2016 年 10 月～2017 年 9 月）に新たに挑戦したこととして、スタディーツアーのコーディネートが

ありました。まだ、BiPH 単独でツアー開催できるにはいたっていませんが、大学生の国際保健看護サークル活動

に協力する形で試験的に実施しました。保健師をめざす若い学生たちが、東ティモールで思いっきり見て、学んで、

感じたことをシェアしてくれました。（2‐3 ページ特集） 

2017 年 10 月からの新しい年度では、今までの勉強会を維持しつつ、設立時からの目標であった東ティモール

での地域保健プロジェクト立ち上げに向けて一歩踏み出したいと思います。プロジェクトについては、追ってみなさ

まにご相談、ご報告する予定です。また、今まで積み上げてきた勉強会コンテンツを整理し、ウェブサイトの充実さ

せていくことなどが課題です。小さな活動ですが、引き続きご参加とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

【勉強会報告：「人びとの生活と人生を支える医師・本田徹さんを囲む会」】 

2017 年 7 月 9 日（日）16：30〜18：30、名古屋駅近くの愛知県立大学サテライトキャンパス（ウィンクあいち 15 階）

において、「人びとの生活と人生を支える医師・本田徹さんを囲む会」が行われました。日曜日午後にも関わらず、

高校生から演者の本田さんよりご年配の方まで幅広くお集まり下さいました。 

 サブタイトルである「デビッド・ワーナー、タイ、山谷から学んだこと」にあるように、お話は多岐に渡りましたが、す

べては「health for all」につながるものでした。” From Weakness, 

Strength” （弱さから力が生まれる） そして、”Nothing About 

Us Without Us”（私たち抜きで私たちのことを決めないで）など

デビッド・ワーナー氏の言葉をシェアしていただきましたが、や

はりその精神を実践してこられた本田さんならではの力強さが

ありました。（なお、デビッド氏が今回本田氏とタイを訪問した後

に書いたタイ特集は本欄最後の URL で読めます。） 

途上国で生れた技術や考え方が先進国に「逆流」（リバー

ス）、席巻して世界標準のものとなる「リバースイノベーション」や、

ルソーの「社会契約論」と Health for All の関係など、体や精神

にプライマリ・ヘルス・ケア（PHC）が染み入っている（！）本田さんのお話は、本当に盛りだくさんでした。準備メンバ

ーの一人の「PHC は時を経て，より深くなっていくものなんですね。」という感想は言い得て妙、だと言えるでしょう。 

 広報、資料準備、受付を担当したアジア保健研修所、会場確保や当日準備を担当したあいち国際看護研究会と

の連携も盛会の鍵だったと思います。これからも、志を同じくする近隣の団体と協力して、PHC の学びを深め、実践

していくネットワークを名古屋で展開して行きたいと思います。 

https://healthwrights.wordpress.com/2017/08/13/newsletter-from-the-sierra-madre-81/ （デビッド氏タイ特集） 
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【お知らせ】 

１．2018 年度勉強会 

ご好評いただいている勉強会、今年度も開催します。大勢の皆様のご参加をお待ちしております。詳細は随時

HP や FB ページでご確認ください。2014 年 10 月からの「寺子屋」（10 回）と「抄読会」（10 回）、2015 年 10 月から

の「寺子屋 2」（9 回）と「「連続勉強会」（10 回）、2016 年 10 月からは 1 本化して「新寺子屋」（11 回）と年度ごとにニ

ックネームを変えて開催してきました。今年度から通し番号にします。また、「こんなことが知りたい！」などがあれば

ぜひお知らせください。 

今後の勉強会（予定） 会場：昭和生涯学習センター 

回 日時 タイトル 担当 

51 2017 年 12 月 8 日 

18:30〜 

東ティモールスタディツアー報告 井上蘭・吉江裕子（スタディ参

加学生） 

52 2018 年１月 26 日 

19:00〜 

看護・医療職者の倫理を、国際研究とデュアル

ユース（軍民両用）から再考する 

近藤麻理（東邦大学看護学部・

教授） 

53 2018 年 3 月 23 日 

18:30〜 

バリアフリーの「バリア」って何だろう？～障害に

ついて考える 

石本馨（NPO 法人作業療法支

援ネット） 

54 2018 年 5 月 25 日 

18:30〜 

国際保健と地域保健をつなぐ～保健医療系学

生が国際保健を学ぶ意味を考える 

樋口倫代（BiPH・代表理事） 

55 2018 年 7 月 27 日 

（予定）18:30〜 

研修が終わっても終わらない～つながり続ける

活動 

林かぐみ（公益財団法人アジア

保健研修所・事務局長） 

56 2018 年 9 月 

（日時未定） 

草の根から取り組む南の島の肥満〜研究と実

践を並行して（仮） 

水元芳（中村学園大学栄養科

学部・教授） 

２．「健康をささえる社会のしくみを考えよう」資料集のお知らせ 

 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の推進にリーダーシップを発揮しているタ

イ保健省国際保健政策計画（研究所）IHPP から Viroj Tangcharoensathien 氏と若手

研究者 2 名を招いて開催した連続公開講義「健康をささえる社会のしくみを考えよう」

の資料集ができました。東京からのある参加者は SNS で「タイの、そして世界の Dr.Viroj がなんと名古屋にいらして

います。」と書き込んで下さいました。そんな貴重なお話の数々を 1 冊にまとめています。会員のみなさま、ならびに

当日参加のご希望のみなさまに順次お送りしますので、お役立てください。 

３．会員募集 

 当会は活動にご賛同いただける会員の皆様方からの会費で成り立っています。ぜひ会員としてご支援ください。

会員の種別、払込先は以下の通りです。 

   個人正会員 3,000 円/年、個人賛助会員 3,000 円/年、法人会員 30,000 円/年 

   振込先：ゆうちょ銀行 00870-9-126227  シャ）ブリッジズインパブリックヘルス 

 詳細はホームページ等をご覧ください。 

【編集後記】 念願だったニュースレター第 1 号を発行することができました。これからも随時お手元に届けられるよ

う頑張ります。引き続きご支援の程よろしくお願いします！  
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